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Ⅰ　はじめに
　筆者は「幼児の豊かな運動生活づくりに向けて環境整備に関する予備的研究」（中尾 , 2015）において「豊か
な運動生活づくりに向けた園と家庭の連携」の枠組みを提示した。本研究ではその中で家庭における影響要因
について着目した。園では日々子どもたちの健やかな成長を促すために環境を整え、実践しているが、現代に
おいては家庭での環境づくりも同様に重要視されている。今回は特に子どもと保護者の運動に対する行動と意
識が子どもの運動能力にどのような影響を与えているか明らかにし、園と家庭とが連携して健康で豊かな生活
づくりのために運動という視点から取り組む方法について検討してみる。

Ⅱ　方法
　前回の研究と同様に次の 2 つの調査を実施した。ひとつは子どもの運動能力の現状を把握するための運動能
力検査、もうひとつは子どもと保護者を対象とした運動生活調査である。運動能力検査は 27 年 5 月と 28 年 5
月の 2 回、1 年間の期間を開けて実施し、その間の 28 年 1 月に運動生活調査を行っている。1 回目の運動能力
検査の結果を受けて、保護者の意識や行動が子どもの運動能力にどのような影響を与えているか調査した。ま
た、運動能力検査の結果については「元気アップカード」を作成し、子どもと保護者に通知している。2 つの
調査の詳細については以下のとおりである。
1）運動能力検査

・実施日：1 回目　平成 27 年 5 月／ 2 回目　平成 28 年 5 月
・対象：佐世保市内 A 認定こども園　27 年度年中児　46 名／ 28 年度年長児　46 名
・調査項目：MKS 幼児運動能力検査　3 種目（50 ｍ走・立ち幅跳び・テニスボール投げ）

2）運動生活調査
・実施日：平成 28 年 1 月
・対象：佐世保市 A 認定こども園　27 年度年中児の保護者　46 名
・回収率：78.3％（36 名回収）

Ⅲ　結果の概要
1. 運動能力検査の結果（2 年間の推移）について
1）25 ｍ走

図 1 は 25m 走の評定点分布の推移を示している。27 年度は 2 点以下が 56.4％と多かったのが、28 年度は 3 点、
4 点が 60.8％と増加している。5 点は 15.4％から 4.3％に減少しているものの、能力が全体的に向上している。
2）立ち幅跳び

図 2 は立ち幅跳びの評定点分布の推移を示している。27 年度 2 点以下が 70.2％であったのが、28 年度は
58.7％、そして、3 点は 16.2％から 34.8％と増えており、4 点は 13.5％から 6.5％と減少している。全体的に低
得点群が 3 点に推移しており、若干の能力の向上がみられる。
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3）テニスボール投げ
図 3 はテニスボール投げの評定点分布の推移を示している。27 年度は 2 点以下が 75.7%であったのが、28 年

度は 36.9％に減少し、3 点が 18.9％から 47.8％へ、4 点が 2.7％から 13.0％へと推移している。大幅に低得点群
が中高得点群に推移している。
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4）3 種目合計評定点の推移
　図 4 は 3 種目合計評定点分布の推移を示している。それぞれの種目で見ると、25m 走がもっとも順調に能力
が向上している傾向にあり、次にテニスボール投げが続き、立ち幅跳びは他の 2 種目に比べると低得点群が多
いなど特徴がみられる。しかし、27 年度は 2 点以下が 67.2％と 6 割以上であったのが、43.4％に減少し、3 点
以上 4 点以下が 26.6％から 54.4％に増加するなど低得点群が中高位群に推移しており、高位群の人数は少ない
が、得点分布も理論的出現率に近づいている。また図5は3種目の評定点合計の平均値を比較したものであるが、
28 年度が 0.74 ポイント高く、統計的にも有意な差がみられ、全体的には運動能力が向上しているといえる。
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2. 運動生活調査の結果について
1）家庭における子どもの実態について
　表 1 から表 4 は子どもが 1 年間に 1 番よく行った運動・スポーツ・運
動遊びの実態を示している。8 割以上の子どもたちが何らかの活動をして
おり、種目では「水泳（スイミング）」をよく行っているようである。活
動頻度は週単位が半数以上を占め、家族やクラブ・サークルの仲間と一
緒に活動している様子が窺える。

2）子どもの運動やスポーツ・運動遊びに対する意識
　表 5 は子どもの運動・スポーツ・運動遊びに対する意識を示している。「好き」が 55.6％、「どちらかという
と好き」が44.4％と合わせると全員が好印象をもっている。また表6は活動の現状に対する認識を示しているが、

「あまりしていないので、もっとしたい」という子どもたちが 61.1％と最も多く、現状に満足していないよう
である。また「いっぱいしているけど、もっとしたい」25.0％と含めると 86.1％と全体的に活動欲求が強い傾
向がみられる。

3）保護者の運動・スポーツ・運動遊びに対する意識と現状
　表 7 は保護者自身が運動・スポーツで体を動かすことについてど
のように考えているか示している。「好き」「どちらかというと好き」
を含めると 7 割近くにはなるが、27.8％が「どちらかというときらい」
という保護者も存在している。
　表8は保護者のこれまでの運動経験について質問した結果である。
小学から中学にかけては約 8 割が何らかの場所や機会で運動やス
ポーツをしていたようであるが、高校以降は機会が減少しており、現在では 7 割の保護者が運動・スポーツを
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していない様子が窺える。
　表 9 は子どもと運動・スポーツ・運動遊びを一緒にしているか質問した結果である。「よくしている」と
回答したのはわずか 8.3％で、66.7％は「時々している」と回答しているものの、「ほとんどしていない」が
19.4％おり、日常的に子どもたちと一緒に体を動かす機会が少ない様子が窺える。また一緒する相手としては
両親、父親、母親とほぼ同じ割合を示している。

4）元気アップカードに対する保護者の意識について
2 回の運動能力検査の後、「元気アップカード」を作成し、調査の結果について子どもたちを通して保護者に

伝えた。子どもたちには本学保育学科保育専攻 2 年生の中尾ゼミの学生が説明をしながら子どもたちの現状を
伝えている。またカードの裏面にはワンポイント的なアドバイスを保護者向けに記載し配布している。表 10
はその結果を見た保護者の意識について尋ねた結果である。この結果は1回目の検査後のアンケート調査であっ
たため、1 回目のカードに限定した結果である。全体の 83.3％（30 名）が結果を見ており、見ていないのは
13.9％（5 名）であった（無回答 1 名）。調査結果を見て 7 割の保護者が子どもの現状を知り、4 割から 5 割が
きっかけづくりや機会づくり、外遊びをさせようと思うようになった様子が窺える。「ややそう思う」まで含

めると 8 割以上が
同様に考えており、
検査結果を通知し
たことが保保護者
の意識にも少なか
らず影響を与えて
いるものと推察で
きる。
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5）運動会の様子を見た保護者の意識
　運動会は様々な種目を通して保護者も参加
しながら、また他の子どもたちとも比較しな
がら自分の子どもの様子を知る機会となる行
事であるが、表 11 は運動会で子どもの様子を
見た保護者の意識を尋ねた結果である。4 段階
尺度のうち「非常に感じた」と回答した数だ
けを見ると、8 割以上が「子どもの成長を感
じた」と感じており、半数以上が「いつもと
は違う一面をみた」「動きが良くなった」と感
じている。また「もっと子どもと遊んだり運
動しようと思った」「もっと体を動かす機会を
作ってあげようと思った」なども半数以上が
答えており、子どもと運動をする機会につい
て振り返っている様子も窺える。

6）保護者の運動・スポーツ・運動遊びに対する意識
　表 12 は保護者の運動・スポーツ・運動遊びについてどのように考えているか尋ねた結果である。「親子で一
緒に体を動かす」ことや「動かす機会を増やすために、親子で行う」ことに対して約 7 割が「そう思う」と回
答しており、園にまかせっきりであったり、専門の指導者を頼ったりすることよりもまず、自分たちで対処し
ようと考えている様子が窺える。

Ⅳ　結果の考察
1）子ども及び保護者の運動に対する行動と運動能力との関係について
①子どもの運動に対する行動と運動能力について

　表 13 は子どもの運動・ス
ポーツ・運動遊びの活動の有
無と運動能力との関係につい
て示している。1 回目は「活
動をしている」子どもたちの
評定点が高く、2 回目は「し
ていない」子どもたちの評定
点が高くなっているが、統計
的には有意な差がみられな
かった。また表 14 は活動頻
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度と運動能力との関係をして示している。1 回目、2 回目ともに「週単位の活動」をしている子どもたちの評
定点が高くなっているが、こちらも有意な差はみられなかった。
②大人の運動に対する行動と子どもの運動能力の関係

　表 15 は保護者の運動に対する行動と子どもの運動能力の関係について示している。現在「運動をしている」
保護者と「していない」保護者では「している」保護者の方の子どもの運動能力が高くなっているが、有意な
差はみられなかった。

2）子ども及び保護者の運動に対する意識と運動能力の関係について
①子どもの運動の好き嫌いと運動能力の関係

　表 16 は子どもの運動の好き嫌いと運動能力の関係について示している。27、28 年度のどちらとも「好き」
と答えている子どもの運動能力が高くなっており、27年度は有意な差が見られた。28年度は差がなかったが、「ど
ちらかというと好き」と答えた子どもたちの能力が高くなり、差がなくなってきていると考えられる。
②子どもの意欲と運動能力の関係

　表 17 は子どもの運動意欲と運動能力の関係について示している。27、28 年度とも有意な差が見られ、「もっ
としたい」と思っている子どもたちが「今のままでいい」と思っている子どもたちよりも運動能力が高くなっ
ている様子が窺える。また 28 年度は「いっぱいしているけど、もっとしたい」という子どもたちよりも「あ
まりしていないので、もっとしたい」と思っている子どもたちと、「あまりしていないけど、今のままでいい」
と思っている子ともたちも運動能力が上がっており、意欲の低い子供たちの能力が向上している。
③保護者の運動・スポーツに対する意識と子どもの運動能力の関係
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　表 18 は保護者の運動・スポーツに対する好き嫌いと子どもの運動能力の関係について示している。27,28 年
度とも保護者が「好き」と回答した子どもの能力が「どちらかというときらい」と答えた子どもよりも平均値
は高くなっているが、有意な差はみられなかった。

3）考察のまとめ
運動能力検査と運動生活調査の結果を踏まえ、保護者と子どもの運動に対する行動と意識が運動能力にどの

ように影響を与えているか考察した。運動能力は 27 年度から 28 年度にかけて全体的に向上していたが、保護
者の運動に対する行動や運動・スポーツに対する意識、子どもの運動に対する行動に関係なく、子どもの運動
に対する好き嫌いや意欲が運動能力に影響を与えていることが今回の調査からは明らかとなった。
　前回の調査（中尾 ,2015）では保護者へのフィードバックができなかったことが課題として挙げていたこと
もあり、今回は 2 回の運動能力検査の実施後、「元気アップカード」を作成し、調査の結果について子どもた
ちを通して保護者に伝えていた。表 10 の結果が示す通り、7 割の保護者が子どもの現状を知り、きっかけづく
りや機会づくり、外遊びをさせようと 4 割から 5 割が回答し、「ややそう思う」まで含めると 8 割以上なって
いた。また、表 12 で保護者の運動・スポーツ・運動遊びについてどのように考えているか尋ねた結果が示し
たが、「親子で一緒に体を動かす」ことや「動かす機会を増やすために、親子で行う」ことに対して約 7 割が「そ
う思う」と回答しており、園にまかせっきりであったり、専門の指導者を頼ったりすることよりもまず、自分
たちで対処しようと考えていた。このようなことからも、結果を通知したことが、家庭での子どもの運動やス
ポーツ、運動遊びの環境について保護者に振り返りを促し、子どもがもっと遊びたい、もっと体を動かしたい
と思う環境や機会づくりを意識して取り組むようになったことが背景にあるのではないかと推察される。当然、
運動能力検査をしたことで、日常の保育の中で練習を行い、これまで以上に子どもたちに強い関心を喚起させ
たり、どうしたら効果的に体を動かすことができるか知識や能力を高めようとする態度を生起させたりするな
ど、次の検査まで維持・向上させようと園側も意識して環境を改善したという影響の大きさを排除でないが、
子どもたちの中にも「もっと早く、高く、遠くへ」という意識が芽生え、そのための環境が園と家庭で整いつ
つある結果ではないかと考えられる。
　子どもの運動指導について杉原（2010）が運動能力を効果的に高める有効な方法として遊びの中で運動する
ことによって高い運動意欲を持った子どもを育てる重要性を指摘しているように、運動の量も必要であるが、
子どもが体を動かしたいと意欲をもつ環境をいかに構成できるかということがより重要であることが改めて明
らかとなった。そして今回は、そのために家庭と情報共有を深めていく必要性を示唆する結果となった。

Ⅴ　結語
　筆者が提示した「豊かな運動生活づくりに向けた園と家庭の連携」（中尾 ,2015）の枠組みに沿って、今回は
運動能力検査の実施、子どもと家庭への「元気アップカード」を使った結果の通知、そして運動生活調査の実
施を行い、運動能力との関連について考察してきた。結果、保護者の運動に対する行動や意識、子どもの運動
に対する行動に関係なく、子どもの運動に対する好き嫌いや意欲が運動能力の向上に影響を与えていることが
明らかとなった。保護者自身の運動やスポーツ対する態度や意識が子どもの運動能力に影響を与えていなかっ
たことは、例えば、体を動かすこと、運動やスポーツが嫌いで、実際に現在していなくても、子どもが運動を
したいと意欲をもつ環境を整えることができれば、また子どもの運動頻度に関係なく「もっとしたい」という
環境を作り出すことができれば能力の向上が見込めるということである。運動能力の向上について当然園でも
実践しているが、同様に家庭と連携して取り組むことでさらに効率的に行うことができる。子どもと一緒に体
を動かすことやそのための機会づくりの必要性を認識している保護者が多いことを考えると、家庭での人的環
境としての保護者自身が、子どもの運動意欲をどのようにしたら高めることができるかということに対して関
心を持ち、実践してもらう必要がある。今後は家庭に向けても、そのような情報を含んだ内容を発信する方法
についても検討する必要があると考えている。
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